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国際ロータリーが取り組んでいる
ポリオとは何ですか？

• かつては小児まひ（医学用語では急性灰白髄炎）

• 病原体のポリオウイルスが脊髄の灰白質に入り込み

神経細胞を傷害して筋肉を麻痺させてしまう病気

• 筋肉が萎縮して手足が細くなる

• 呼吸に関与した神経細胞が侵され呼吸不能となり死亡

• ワクチンが普及するまでは年間35万人余りがり患

• 日本では1950年代から60年代に大流行した









ポリオの常在国

1988年以前

2016年





ポリオの流行状況
～2017.2.1 2016 2015 2014

常在国 アフガニスタン 0（2016.12.16） 13 20 28

パキスタン 0（2016.12.22） 20 54 306

ナイジェリア 0（2016.08.21） 4 0 6

常在国以外 赤道ギニア 0 0 0 5

イラク 0 0 0 2

カメルーン 0 0 0 5

シリア 0 0 0 1

エチオピア 0 0 0 1

ソマリア 0 0 0 5

合計 0 37 74 359







ロータリーとポリオ（国際ロータリーのHPから）

• 世界からポリオを撲滅する取り組みは、1985年、世界に先立ってロータリー
が「ポリオプラス」を立ち上げたときに始まりました。1988年にロータリーは世
界ポリオ撲滅推進活動（GPEI）の創設パートナーとなり、以来、世界保健機関
（WHO）、ユニセフ、米国疾病対策センター（CDC）、ビル＆メリンダ・ゲイツ財
団とともに撲滅活動にあたっています。

• ロータリーがこれまでポリオ撲滅活動に投入した資金は16億ドル以上。この
資金は、世界25億人の子どもへの予防接種に充てられてきました。大勢の

ロータリー会員が、資金面での支援だけでなく、自ら予防接種活動にボラン
ティアとして参加しています。こうした懸命な取り組みが功を奏し、

1988年に35万件だったポリオ発症数は、2016年にはわずか37件となり、

99.99％以上減少しています。





ポリオプラスとロータリー財団の歴史

• ロータリー財団からの最初の補助は1930年
国際障碍児協会に授与（500米ドル）されました。

• 国際ロータリーの創立75周年の記念活動について構想中に
1979年の国際児童年⇒幼児疾患⇒ポリオ撲滅！

• 世界保健機関（ＷＨＯ）は撲滅できると考えていなかった！

• 最初の3年間でＲＩと財団が2億4700万米ドルを集めて本格化



ロータリーの活動が世界を動かしている

• 「ロータリーから刺激を受け、私もポリオ撲滅に深く
かかわろうと決意しました。ロータリーがなければ、
今日の世界はなかったでしょうし、今後世界が向か
うべき方向も失われていたでしょう」

ビル・ゲイツ

• 「一世紀以上もポリオ撲滅の

最前線に立ってきたのがロータリーです」

タイムズ誌2015年7月24日付





アメリカでポリオが流行した1950年代後半に、6歳でポリオに感染し、

呼吸不全に陥って病院に運び込まれ、医師がすぐに鉄の肺の中に入
れ、現在も鉄の肺を使う数少ない患者



国際ロータリーのポリオ撲滅活動の軌跡（1）

• 1979年：ロータリーがフィリピンで600万人の子どもへのポリオ
予防接種プロジェクトを開始（1980年日本での最後の野生株感染）

• 1985年：国際ロータリーがポリオプラスを立ち上げ、
1億2000万米ドルの募金目標を設定

• 1988年：ロータリーの会員がポリオプラスへの
2億4700万米ドルの募金に成功（当初の目標の2倍以上）

当時125カ国で流行し、毎年35万人近い子どもが感染していた

ポリオの撲滅に関する決議を世界保健総会が採択（世界保健
機関（ＷＨＯ）、ユニセフ（ＵＮＩＣＥＦ）、米国疾病対策センター
（ＣＤＣ）、国際ロータリー（ＲＩ）が中心となって「世界ポリオ撲滅
推進活動（ＧＰＥＩ）を発足



国際ロータリーのポリオ撲滅活動の軌跡（2）

• 1994年：西半球のポリオ撲滅を宣言

• 1996年：報告されたポリオの症例数が
1988年より85％減少

• 2000年：オーストラリアから中国まで広がる
西太平洋地域のポリオ撲滅を宣言

• 2003年：12カ月間のキャンペーンでロータリー財団が
１億1900万米ドルの募金に成功

• 2006年：ポリオ常在国の数が４カ国（アフガニスタン、インド、
ナイジェリア、パキスタン）となり、人類史上、最小数となる



国際ロータリーのポリオ撲滅活動の軌跡（3）

• 2009年：ビル＆メリンダ・ゲイツ財団が、ロータリーに対して
「2億ドルのチャレンジ補助金」として

3億5500万米ドルの資金提供を約束

• 2014年：インドを含む東南アジア地域（世界人口の4分の1）で
野生型ポリオウイルスによる新たな症例数が
3年連続でゼロとなり、同地域のポリオ撲滅を宣言

• 2015年：ナイジェリアがポリオ常在国リストから削除され、
アフガニスタン、パキスタンのみとなる

• 2016年8月11日：ナイジェリアで再び2症例の
野生型ポリオの発症を確認、常在国は3カ国になる



ポリオのワクチンの値段

• 不活化ポリオワクチン：5450円

• 四種混合ワクチン：6600円（ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ）

• 三種混合ワクチン：1581円（ジフテリア・百日咳・破傷風）

一昨年生まれた1,005,656人の日本の子どもに4回接種

差額5019円×4回×1,005,656人×0.9＝18,170,594,870.4円
経口生ワクチンは2回接種

・経口ワクチンのユニセフの買い上げ価格1人分15セント

・パキスタンへの日本政府からの無償援助では

390万人分が4億4000万円、1人分が113円程度







12億4千万ドル
1ドル103円で
1277億2千万円



不足分 11億ドル





























ポリオ撲滅大使のドノヴァン・レイッチ





予防接種を受けさせる

健康が改善

医療費や家計費が節約節約されたお金を他の用途に

家庭が強固になり
子供は学校に通い
大人はより多く働ける

地域社会と国家経済の生産性向上



2013年手続要覧
第12章 ポリオプラス

ポリオプラスは、国際ロータリー
の特別プログラムであり、撲滅の
認定が達成されるまでは、ほかの
すべてのプログラムに対して優先
される（ロータリー章典40.010.）


